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研究成果の概要（和文）：森林科学の専門教育について、大学と高等学校を対象とした全国調査と、専門的資格
の試験内容の分析をもとに、専門教育の標準カリキュラムについて検討を行った。
森林・林業の専門教育を行う学校のうち、森林科学の幅広い科目を開設するのは半数程度に留まっていた。森
林・林業に関する資格試験では、森林科学の幅広い知識が必要とされており、専門的人材の育成のためには、学
問全体を網羅することが求められているといえた。
そこで、専門的人材育成を図る専門教育では、森林科学の総合的なカリキュラムとして、分野（樹木学やなど生
態、林政・経営・計画、砂防、森林工学・利用、林産）と、各実習・演習を挙げた。

研究成果の概要（英文）：Human resource training has been required in the forestry industrial world. 
In this study, we focused on professional education of forest science, and analyzed educational 
curricula in high schools and universities or colleges which offering education in forest science. 
As the result, each school offered various contents related to forest science. On the other hand, to
 analyze the contents of the certification examinations for professional engineer, it was needed to 
broad knowledge related to forest science. Therefore, we concluded to professional education would 
be necessary to encompassing the whole of forest science for as a professional engineering 
education. 
So, we proposed a comprehensive curriculum of forest science which included with tree physiology and
 biology, forest management and policy, disaster prevention and hydrology, engineering, wood science
 and these practical training and exercises.

研究分野： 森林科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
専門的な人材育成が求められている森林・林業分野において、森林科学の専門教育に焦点をあて、学校教育での
教育課程の現状分析を行い、高等学校と大学とでの森林科学の教育課程では、専門教育が多様化している実態を
明らかにした。また、森林・林業に関する資格試験の内容分析から、専門的な資格には幅広い森林科学の知識が
必要となっている実態を明らかにし、専門教育の教育実態との齟齬を指摘し、専門的人材育成における専門教育
の新たな課題を提示した成果といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
森林・林業の専門分野は、林学から森林科学に変わってきており、学問領域の内容が拡大して

いる。そのため、専門的人材を育成する専門教育のカリキュラムのアップデートが求められる。
西欧では、1999 年のボローニャ宣言により欧州高等教育圏が構築され、専門教育カリキュラム
の標準化と各国間の単位互換が行なえる改革が行われてきた。国際森林研究機関連合（IUFRO）
は、質の高い森林教育こそが森林・林業の研究や実務を向上させ、SDGs の実現に貢献するとの
視点から、森林教育をタスクフォースに掲げ、FAO と ITTO と連携して「世界森林教育プロジェ
クト」（2019 年～）を実施している。日本についてみると、大学などで教育改革が進み、学科改
組が行われたてきた結果、かつての林学科から学科名が変わってきており、大学間で専門学科が
多様化してきている。森林・林業の専門教育については、教育課程などの実態が把握されておら
ず、森林・林業の専門教育としてはグローバル化に対応しにくくなっている。 
森林・林業の専門教育における教育の実態の把握を行い、日本における標準的な森林・林業の

教育カリキュラムを整理することは、グローバル化に対応すると共に、森林管理を担う専門的人
材の育成に寄与し、持続的林業システムの実現につながる。 
 
２．研究の目的 
林学から森林科学に変わってきた森林・林業の専門分野では、学問領域の内容が拡大してきて

いる状況をふまえて、専門の教育カリキュラムのアップデートが求められる。そこで本研究では、
専門教育の現況を調査し、あわせて専門的職業・資格に関する内容の調査と、諸外国の専門教育
との比較を通じて、森林・林業の専門教育の標準カリキュラムを検討することを目的とする。 
森林・林業の専門教育機関としては、大学と農業高校など高等学校があり、他に大学校が設け

られている。全国にある専門教育機関における学科や教育課程などの現況調査を行い、現況を把
握すると共に、専門的な職業・資格に必要な知識や技能の分析を行い、諸外国の専門教育につい
て文献調査をもとに整理して、専門教育の課題を整理し、育成する人材像を考慮した教育カリキ
ュラムの検討を行う。 
 
３．研究の方法 
（1）日本の森林科学の専門教育の現況調査 
森林・林業の専門教育機関として、大学と高等学校、他に近年増えている大学校がある。各教

育機関の専門教育の現況について、全国の学校を対象としたアンケート調査および聞き取り調
査、文献調査を行い、学科の概要や教育課程（カリキュラム）などの分析を行い、専門教育の教
育内容に関する現況把握を行う。 
（2）森林・林業分野の専門的人材に求められる資格 
専門教育と職業との関係を検討するために、森林・林業分野の資格として、技術士（森林部門）、

林業普及指導員、森林インストラクターを取り上げ、それぞれの試験内容について分析を行い、
専門的な資格試験からみて、専門教育に求められる教育内容の検討を行う。 
（3）諸外国の森林科学の専門教育の現況調査 
日本の専門教育と比較するために、諸外国の森林科学の専門教育の制度や教育カリキュラム

の調査を行う。 
（4）比較分析と考察：森林・林業の専門教育の標準カリキュラム 
以上の調査結果をもとに、専門教育機関での専門教育の現況と、資格に求められる知識との比

較を行い、諸外国の専門教育の制度や内容を参考に、日本での専門教育機関の役割分担を考慮し
つつ、育成する人材像（職業）に応じた森林・林業の専門教育での標準カリキュラムを整理する。 
 

 
 
 



 
４．研究成果 
（1）日本の森林科学の専門教育の現況調査 
森林・林業の専門教育機関として、大学 31校、高等学校 72校があった（林野庁，2020）。森

林科学科など森林関連の専門学科と、森林関連のコースを設置する学科、他に農業や環境、地域
などの学科等の中で森林・林業科目を設置している学校があった（図１、図２）。森林・林業の
専門教育機関の現況について、高等学校と大学を対象に、全校へのアンケート調査を実施した。 
 
①高等学校での森林科学の専門教育 
高等学校の森林・林業科目は、『学習指導要領』（平成

21 年告示）で、「森林科学」、「森林経営」、「林産物利用」
の 3 科目が設けられており、他に関連する科目として
「農業と環境」、「測量」などがある。 
森林・林業科目を開設している農業高校など 72校を

対象に、2021 年に郵送のアンケート調査を行い、24校
から回答を得られた（井上・大石，2022）。 
学科名は、森林科学科、林業科、林産や農林、環境、

緑地・グリーン、農業や地域を含む名称があった。各校
の教育課程は、専門学科、学科のコース・類型、選択科
目の有無で分けると、24校で 49 事例が挙げられた。 
表１には、各校の森林・林業科目の単位数を示した。

専門科目は、３年間を通じて実施が９校、２年以降が 14
校、３年次のみが１校だった。各校での森林・林業３科
目の設置状況を整理すると、次のタイプに分けられた。 
・３科目を開設：15校 25 事例 
・２科目を開設：８校９事例 
・１科目を開設：８校９事例 
・その他（学校設定科目など）：２校６事例 

森林・林業の学科以外でも森林・林業科目が履修できる事例や、学校独自の科目を設けている事
例もあった。高等学校の森林科学の専門教育は、内容も単位数も多様だった（井上・大石，2022）。 
 
②大学教育の森林科学の専門教育 
森林科学に関連する学科を持つ大学（31校）の

うち、旧林学科から改組した 25 校と、新たに森
林関連科目を開設するようになった２校を対象
として、2021 年にアンケート調査を実施した。教
育課程の情報が得られた 24 校について、教育内
容を分析した（井上ら，2023）。 
森林科学の専門科目を設ける学科や類型、コー

スなどは、24 校で 30 の教育課程で見られた。各
校の森林・林業の専門科目は、必修科目と選択科
目をあわせると、1,000 科目以上があった（図３）。 
教育内容について、森林学の内容（10 項目：樹木・生理、生態、造園・立地、動物・昆虫・保

護、防災・水文、利用、経営、林政、文化系、測量）と、林産分野を加えた 11項目で分類して、
科目の開設状況を整理した。各校での 30の教育課程を整理すると、次のタイプに分けられた。 
・必修で森林科学の幅広い分野（７項目以上）を開設：12大学 12 事例 
・選択を含めれば幅広い分野（７項目以上）を開設：10 大学 11事例 
・必修、選択科目共に森林科学の科目数、分野が少ない：４大学７事例 

必修で森林科学を幅広く学べる大学が半数を占め、選択科目を含めれば８割の大学では森林科
学を幅広く学べるといえた。しかし、一部の大学では開設する目が限られており、林産学系のコ
ース等や、選択科目を選ばない場合、森林学の内容を学ばないことがある状況になっていた。 
各大学での取得可能な資格は、樹木医補と自然再生士補が多くの大学で挙げられたが、測量士

補と森林情報士補などより高度な資格は、半数程度の大学に留まっていた。 
 
（2）森林・林業分野の専門的人材に求められる資格 
森林・林業分野の資格として、技術士（森林部門）、林業普及指導員、森林インストラクター

を取り上げ、各試験内容の分析を行った（水井・杉浦，2022；水井・杉浦，2023；水井ら,2022）。 
高度な専門資格である技術士（森林部門）の試験内容（専門科目、必須科目、 選択科目）に

ついて、森林科学の内容を網羅している『森林・林業実務必携』（26 項目）と、日本森林学会の
発表部門(14 分野)を参照して、内容の分類・整理を行った。専門科目と必須科目の試験内容に
は、『森林・林業実務必携』と日本森林学会の発表部門のほぼ全ての内容から問題が出題されて
いた。特に、砂防、利用、林政が毎年多く出題されており、より重要視されていた。選択科目（３
科目）で出題が多い内容は、森林土木で砂防と利用、森林環境で生態と林政、林業・林産で特用



林産と造林に関するものになっていた。技術士（森林部門）の資格試験から見ると、大学教育に
求められる森林科学の内容は、林産分野も含む広範囲な内容といえた（水井ら，2022）。 
また、林業普及指導員の資格試験の内容を分析した結果、『森林・林業実務必携』の全項目が

出題されており、より高度な地域森林総合監理区分の試験では、特定の分野の内容（制度、施業）
が出題されていた（水井・杉浦，2023）。また、森林インストラクターの資格に求められる知識
としては『森林・林業実務必携』の 20 項目と、他に野外活動、話し方や企画立案について出題
されていた（水井・杉浦，2023）。 
森林・林業分野の資格試験の出題内容からみると、大学教育における森林科学の専門教育には、

森林科学の学問全体を網羅した共通的な内容の教育が求められると考えられた。 
 
（3）諸外国の森林科学の専門教育の現況調査 
諸外国での森林・林業の専門教育については、国際森林研究機関連合（IUFRO）による『Global 

Outlook on Forest Education プロジェクト調査報告書』など文献資料をもとに、西欧やアフリ
カ諸国の専門教育についての情報収集を行った。その結果、専門教育の内容は各国の特徴を活か
して多様であったが、木材生産の他にも野生動物の保護管理やアグロフォレストリーなどを含
む国もあり、育成する能力にはコミュニケーション力やマネジメント力なども含まれていた。 
 
（4）比較分析と考察：森林・林業の専門教育の標準カリキュラム 
以上の結果をもとに、高等学校と大学における森林科学の教育内容について検討を行った。 

 
①高等学校の専門教育は、『学習指導要領』（文部科学省）では、卒業後の就職を目指した職業教
育から変わり、将来のスペシャリストの育成のための基礎・基本が目指されており、生徒の主体
性を尊重し、地域や生徒の実態に応じた多様な専門教育として展開されてきていた。そのため、
森林・林業科目では、今日のニーズをふまえると、従来からの森林・林業の教育内容と農業など
他科目との関連性をふまえた専門教育が必要と考えられた。 
森林・林業科目の内容は、「森林科学」（概

論、森林の環境、森林の育成、伐木造材、
林業土木・機械、砂防）、「森林経営（概論、
測樹、経営、林政）、「林産物利用」（概論、
木材・材料、木材加工、林産製造、特用林
産）の 17 分野 35 項目が挙げられた（図
４）。さらに、高校教育で求められていた持
続可能な森林経営の視点を加え、「森林経
営」について３つの内容構成（森林経営と
は何か、森林経営の組織、森林経営の計画）
として提案した（井上，2022）。 
 
②大学での専門教育は、高等学校と同様に各校で多様に展開されていたが、高等学校での基礎・
基本の教育とは異なり、大学には、森林・林業分野の高度な専門的人材の育成も求められていた。
森林・林業分野の資格試験では、森林科学の幅広い知識が求められており、専門的な人材育成を
目指した専門教育では、幅広い森林科学の内容を網羅することが求められていると考えられた。 
そこで、専門的人材の育成を目指した大学教育の教育課程（カリキュラム）として、森林科学

を総合的に学べるように、樹木学や森林生態学など(生物系)、林政・経営・計画分野、砂防分野、
森林利用分野、林産分野と、各実習・演習と整理し、提案した（林学教育研究会，2022）。 
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